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研究成果の概要（和文）：日本における農村空間の商品化は、 (1)農水産物の供給と、(2)レクリ
エーション・観光、(3)農村居住、(4)農村景観・環境の維持と社会・文化の評価の４つに類型化
できる。平坦地や山地、温暖か寒冷といった自然条件と大都市への近接性が、農村空間の商品
化の地域差に大きく作用している。日本の農村で現在おきている様々な現象は、「農村空間の商
品化」という視点を導入することによって、かなりの程度理解できる。 
 
研究成果の概要（英文）：There are four types of the commodification of rural spaces in Japan 
such as (1) supply of agricultural products and marine products, (2) counter urbanization, 
(3)recreation and tourism, and (4) preservation of rural landscape and rural environment 
and evaluation of rural society and culture.  Regional differences of rural spaces have been 
defined by natural conditions and accessibility to metropolitan areas. The present condition 
and the characteristics of rural areas in Japan can be well understood by the viewpoint of 
the commodification of rural spaces. 
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代以降の日本では、農業が引き起
こす環境問題や農業の担い手不足、米の生産
調整政策の強化、輸入農産物との競合、食料
自給率の低下、農村自体の弱体化など、様々
な農業問題が顕在化してきた。この時期のよ
り重要な構造的変化は、これまで基本的に農
業生産の場とみなされてきた農村が、農業生
産のみならず、居住やレクリエーション、癒
し、文化的・教育的価値、環境保全など、そ
の他の機能をもつ場として捉えられること
が多くなったことである。すなわち、現代の
農村空間では、生産空間という性格が相対的
に低下し、消費空間という性格が強くなって
いる。 
このような状況のもとで、日本でも持続的
農業や環境保全型農業、棚田や伝統的建造物
などの農村景観、観光農園や市民農園、農産
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物直売、農村の環境的・文化的・社会的・教
育的価値に関する研究が多く蓄積されてき
た。しかしながら、全体的にみると、日本で
は個々の研究者がそれぞれの関心にそって
研究を進めている状況であり、地理学の分野
のみでも膨大な研究蓄積があるにもかかわ
らず、相互の関連性や、全体としての総合と
いう視点には欠けている。また、地理学以外
の分野では、当然であるかもしれないが、地
域的な多様性に配慮したものが尐なく、地理
学の分野では地域ごとの個別事例研究が多
く、一般化・理論化の方向性が乏しい。そこ
で、日本でも最も活発に農村（山村や漁村も
含む）研究を進めている若手と中堅の研究者
を中心に研究組織をつくり、現代における日
本の農村空間の様相を整理・分析することに
した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、農村空間の商品化がどのような
形で、どのようなプロセスで進行しており、
さらにそれが農村空間をどのように再構築
しているかを、日本を対象に地域的に整理・
分析しようというものである。本研究ではま
ず、現代の農村空間を捉えるための地理学に
おける概念的・方法論的検討を行う。次いで
全国を視野に入れた系統的課題を検討する。
さらには、それぞれの研究者が分担する地方
におけるフィールドでの実証的研究を行う。
特に最後のフィールドワークを重視しなが
ら、現在の農村空間で起きている現象の構造
的な意義について考察する。 
 具体的な研究目的として、まず、第 1 にポ
スト生産主義下の農村空間の地理学的分析
の概念や方法を、日本および諸外国の研究動
向を踏まえて整理する。第 2 に、商品化する
日本の農村空間に関する系統的な課題の整
理・分析を行う。これまでの研究成果では、
食料供給や癒しやレクリエーション、農村居
住、社会的・文化的機能、景観・環境維持機
能などがあげられている。第 3 には商品化す
る日本の農村空間の具体的な事例研究を行
う。研究組織のメンバーで、研究動向と系統
的課題の整理・分析結果、そして具体的な事
例研究をもちより、それらを総合的に検討し
て、現代の変化しつつある日本の農村空間の
一般的な構造と性格、さらには日本における
農村空間の地域差を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、日本においてポスト生産主義
大きく変化した農村空間の構造解明をめざ
して、商品化する農村空間の理論的・文献統
計的・実証的研究を行う。特に、フィールド
から地理的課題を発見・解明するという基本
姿勢をとることから、日本各地での詳細な実
証的研究を重視する。日本での研究を主体と
しながら海外での事例や研究動向も検討す
る。本研究の目的を達成するために、研究代
表者と 14 名の研究分担者で研究組織を構成
した。まず、国内と欧米を中心とした関連文
献を、研究組織のメンバーがそれぞれ検討し、
全体で研究会を行い、世界の先進諸国の農村
空間の動向、研究方法、概念の整理などを行
う。さらに、これまでの研究で多く取り上げ
られてきた、①食料供給、②都市・農村交流、
③余暇・観光、④文化・教育、⑤居住・環境
維持、⑥山村、⑦漁村といった農村空間の商
品化にかかわる７つの系統的課題を暫定的
に設けて、それぞれを研究組織のメンバーが
担当する。研究が進むにつれて、これらの暫
定的課題は、実態に応じて再編成する。また、
これまでの研究実績と所属大学の位置を考
慮して、研究代表者と研究分担者が、全国の
地域分担を行い、それぞれの担当地域の実証
的な研究を進めながら、系統的課題を追究す
ることにした。北海道、東北、北関東、南関
東、東海、東山、北陸、近畿、中国、四国、
九州・沖縄の 11 の地方と、首都近郊、漁村、
山村という 14 の分担地域に分ける。実証的
研究では、主に、聞き取りや景観観察、アン
ケート調査などに基づき、個々の農林漁家や
世帯や集落についての調査を行い、それらを
積み上げ市町村レベルの事例研究にまとめ
るようにした。本研究は、主として日本国内
での研究を中心とするが、外国での研究動向
や農村空間の商品化の事例を参考にするた
めに、様々な機会を捉えて、ヨーロッパやカ
ナダ、アメリカ合衆国、オーストラリア、中
国においても調査をする。そして、日本での
実証的な研究成果を中心に、文献や統計の分
析、外国の事例の検討などを加えて、総合的
に考察して、結論を導きだす。 
 
４．研究成果 
(1) 概念・方法論等の検討 
  日本を含む先進工業国の現代の農村では、
生産主義からポスト生産主義への移行が進
んでいる。ポスト生産主義の時代には、農
業・農村の多面的機能が重視されたり、中山
間地域のような条件不利地域における農業
政策が盛んに提起されるようになった。また、
農家の経営の多角化をうながすような農村
整備も行われるようになった、他方では、都
市住民の農村への関心も高まっており、安全
や安心を農村に求める人々と、農家との産消
連携による有機農業の発展や農村に癒しや
楽しみを求める人々によって都市農村交流
やグリーンツーリズムなどが各地で発展す
るようになった。まさに、現代の農村空間は
生産空間としての性格が後退し、消費空間と
しての性格が強くなってきており、これを農
村空間の商品化としてとらえることができ
る。これは先進諸国全体に通ずることであり、
  
さらには中国やブラジル、東ヨーロッパでも
類似の現象がみられた。イギリスでは、サチ
ャー時代の農村政策によって、農村空間の商
品化が進んだ。居住地域、農村コミュニティ、
農村の生活様式、農村文化、農村景観、そし
て新しく商品化された食品のみならず都市
から持ちこまれた工業製品を含む生産物な
ど、多様な商品に道が開かれた。ところで、
商品化とは使用価値から交換価値への転換
であり、物は使用価値よりも交換価値が大き
くなった時に商品となる。現実の物が交換さ
れる社会はいわゆる商品社会であるが、それ
が、スペクタクル社会、そしてシミラークル
社会へと変化していくという方向が指摘さ
れている。すなわち、商品化社会では商品化
は、物の使用価値を交換価値が上回ることに
よっておき、そこで売買が行われる。スペク
タクル社会における商品化は、自分のものを
生産するよりは他人につくられた世界を消
費するといった生活様式の産物である。シミ
ラークル社会では、商品化は物がイメージに
抽象化され、記号という形をとる。このよう
なイギリスを中心とした西ヨーロッパで発
展した商品化概念と商品化の方法論は、日本
にも適応が可能で、現代の農村の様々な現象
は、農村空間の商品化という視点を導入する
ことによって、統一的に理解することがわか
った。 
 
(2) 農村空間の商品化の諸形態と地域差 
 既存の研究と実証的な研究から、日本にお
ける農産物の商品化を、①農産物の供給と、
②レクリエーション・観光、③農村居住、④
農村の景観・環境の維持と社会・文化の評価
という４つの類型にわけることができた。第
１の類型は米や野菜、果実、さまざまな畜産
物などの既存の農産物の供給である。農民は
これまで、これらの農産物を大量に安価に安
定して供給するように努めてきたが、最近で
は高品質であったり、安全で安心できる農産
物を求める消費者の姿勢に対応しなければ
ならなくなってきた。さらに、消費者の生活
様式や健康、ファッションなどに関わる農産
物も重視されるようになってきた。第２の商
品は、都市住民の農村居住にかかわるもので
ある。多くの都市住民が都市で就業しつつ農
村に居住するようになっている。別荘やクラ
インガルテンを活用して、一時的に農村での
んびりした時間をすごす都市の人々も多い。
第３の類型のレクリエーション・観光には
様々なものが含まれる。都市周辺の農村では
散策やハイキング、農産物直売所、摘み取り
園、市民農園などであり、さらに都市から離
れると体験農場や農家レストラン、民宿、大
規模なリゾート、観光農園などによる活動で
ある。第４の類型は、農村の環境や景観を保
全したり管理したりすることによって、さら
には農村の文化や社会を理解することによ
って、生活の質を高めようとすることである。 
 これらの類型の地域差をみると、東京・横
浜や名古屋、大阪・京都・神戸などの大都市
周辺では景観・環境の維持と社会・文化の評
価といった農村空間の商品化がみられ、さら
にその周辺の平野、あるいは日本の主要平野
では、農産物の供給によって特徴づけられる。
大都市圏の周辺と中国山地、四国の沿岸部で
は農村居住が卓越していた。そして、大都市
の外縁や東海、中央高地、瀬戸内の西部、そ
して九州山地、琉球列島にはレクリエーショ
ン・観光による農村空間の商品化がみられた。
これらのことから、日本における農村空間の
商品化には、おおまかにいって、平野や盆地
などの平坦地と山地との違い、温暖地か寒冷
地といった自然条件の差、大都市の存在やそ
こからの近接性の高低が大きく作用して地
域差が生じていると考えられる。北海道・東
北では比較的単純なパターンが示されたが、
寒冷地で多様な農村空間の商品化が展開し
ていないこととともに、依然として農家の農
業経営志向の強いこと、独特な文化的伝統な
どが関係していると考えられる。 
 
(3) 農村空間の商品化の実態と性格 
 日本のそれぞれの地方を特徴づける農村
空間が展開する事例地域を取り上げ、その実
態と性格を明らかにした。北海道・東北では、
まず南空知地方におけるたまねぎの減農
薬・減化学肥料栽培を取り上げ、生産者の思
いを伝えることによって、流通面での支持を
得ていることを明らかにした。東北の米の新
品種の開発から、市場の需要に対応して良食
味の品種が絶え間なく育成されていること、
阿武隈高原では耕作放棄地での桑の加工品
開発によって地域活性化が試みられている。
関東では、農村らしさを商品化することで、
地域の活性化が試みられている。中部の砺波
平野では農村空間の商品化が農家のプルリ
アクティビティをもたらし、それによって農
家の経済的持続性が維持されている。長野県
ではりんごの観光農園、静岡県では石垣イチ
ゴの観光農園が、典型的な農村空間の商品化
の例であるが、いずれも農村性を味わう場と
しての意味をもっている。近畿では、京野菜
が地名を通して農村空間を商品化している
こと、兵庫県南光町の農村は、ひまわりの美
と希望という理想的な農村像を表象してい
るが、これは現実そのものを表しているいる
のではなく、シミラークルとしての景観であ
る。中国・四国では農村居住が重要なテーマ
となり、愛媛県では観光型移住促進事業が、
島根県江津市では空き家を貸し出す事業が
進められている。九州では文化遺産観光が取
り上げられ、キリシタンをめぐる長崎の文化
と歴史は、長崎の文化景観として、農山村の
  
景観と密接に結びついていた。また、佐賀県
では棚田という環境を付加価値としてブラ
ンド米を生産したり、教育ファームとしての
棚田の資源価値が高められた。沖縄では、読
谷村における読谷山花織の復興を事例に、伝
統的な農村文化を取り込むことによって地
域振興が実現できた。 
 
(4) 商品化する日本の農村空間の特徴 
 商品化する日本の農村空間の特徴を、文化
的背景と内発的側面、そして都市農村関係か
ら明らかにした。農村空間の商品化には多様
な側面があるが、農村空間が消費を念頭に置
いた形で意味づけされ、消費を意識した文化
的・歴史的商品として物語化されている。農
村空間が１つの文化として意味的なまとま
りをもつもととして、認識されるような、現
代社会における文化的思潮の存在がある。癒
しやふるさと、牧歌的、田園風景、安全とい
った一般的なイメージにとどまらず、それを
越えるように、それぞれの農村は競って固有
な場所性を構築しようとしている。 
 農村空間の商品化を推進するためには、そ
れぞれの地域の内発的発展が不可欠である。
日本における内発的発展は高度経済成長期
に外来型開発に取り残された地域において
オールタナティブな方式として始まった。そ
の原則とは、①地域開発が地元の技術や産業、
文化を土台として、地域内の市場を主な対象
として、地域の住民が学習し計画し経営する
もの、②環境保全の枠の中で開発を考え、自
然や美しい町並み保全を中心の目的とする
こと、③産業開発を特殊業種に限定せずに複
数の産業部門にわたるようにすること、④住
民参加の制度をつくること、などがあげられ
る。 
 農村空間の商品化を理解するためには、都
市と農村の関係を理解することが重要であ
る。それは、商品化された農村空間の消費者
は都市住民だからである、農村空間の商品化
が進むことで、都市と農村の間の人や財や資
本の流れが変わってきている。これは都市住
民の消費性向の変化とそれに対する農村の
反応によってもたらされたものである。都市
から農村への人口の移動、農村から都市へ付
加価値の高い農産物の出荷、そして都市から
農村への資本投下は、農村の社会や経済そし
て景観・環境の維持に大きな役割を果たす。
農村空間の商品化によってもたらされた流
動の変化は、農村の社会的・経済的・生態的
持続性をもたらす可能性をもっている。 
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